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本論文は，免疫細胞機能調整分子の創製を目指し，π-アリルニッケル錯体を開始触媒とするジ

シアル酸含有糖鎖高分子の合成法とその機能評価および，オリゴマンノシルホスファチジルイノ

シトール類縁体の合成とその機能評価について述べたものであり，全 6章から構成されている． 

 第 1 章「序論」では，免疫機構の重要性と免疫シグナル制御タンパク質の創薬ターゲットと

しての可能性を述べ，続いて，自然免疫担当細胞である NK 細胞とマクロファージおよびそれ

ぞれの細胞の機能発現に関わる重要なタンパク質である Siglec-7 と TLR について述べている．

さらに，Siglec-7 と TLR のリガンド糖鎖であるシアル酸およびリポマンナンについて概観する

ことにより，誘導体合成の必要性とその合成上の問題点について述べている．また，細胞表層モ

デルとしての糖鎖高分子の重要性とその合成法を概観することにより，その合成上の問題点を指

摘するとともに，本研究の目的と意義を明らかにした． 

 第 2章「π-アリルニッケル触媒を用いたアレンのリビング配位重合を利用する糖鎖高分子合成

法の開発」では，細胞制御分子の創製を目的として，アレンの配位重合による末端にアジド基を

有する糖鎖高分子の合成を行った．  

 第 3章「Siglec-7機能制御分子の創製とその機能評価」では，Siglec-7機能制御剤の開発を目

的として，Siglec-7のリガンドとして知られる α(2,8)ジシアル酸を側鎖に有する糖鎖高分子の合

成を行った．  

 第 4 章「モノアシル化ホスファチジルイノシトールジマンノシド誘導体の合成とその機能評

価」では，リポマンナンの構造活性相関の解明を目的とし，オリゴ糖部位の構造および脂肪鎖長

を変換可能なリポマンナン誘導体の合成法の確立を行った．  

 第 5 章「収束的合成法を用いたリポマンナン誘導体の合成」では，オリゴマンナン糖供与体

によるリン酸を有する糖受容体へのグリコシル化によるリポマンナン誘導体の合成を行った． 

 第 6章「結論」では，本論文を総括した． 


